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研究成果の概要（和文）：本研究は、「人間の翻訳者のような機械翻訳を作るためには、どうすればよいだろう
か？」という問いに回答を与えるための手段と言語資源を提供してきた。人間翻訳者の訳出プロセスを可視化・
データ化し、機械翻訳の品質向上に寄与することを目指し、研究用ツール「Trados-to-Translog-II」を開発し
た。また翻訳者の作業データ収集も行った。同ツールおよびデータは一般公開し、訳出プロセスに関する研究の
基盤確立に貢献した。また同時通訳や機械翻訳＋ポストエディットのプロセスデータ収集・分析や、外国語能力
と翻訳の違いを考慮したトピックも扱い、国際会議でのワークショップも開催。学際的研究の発展を促した。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to answer the question, "How can we create machine 
translation systems that translate like human translators?" It provided means and language resources
 for this purpose. We focused on visualizing and digitizing the translation process of human 
translators to contribute to the improvement of machine translation quality. To this end, we 
developed a research tool called "Trados-to-Translog-II" and also collected data on the work of 
translators. Both the tool and data have been made available to the public. This work has 
contributed to establishing a solid foundation for research on the translation process. Furthermore,
 we tackled topics considering the difference between foreign language skills and translation. We 
also collected and analyzed process data on simultaneous interpretation and, machine translation + 
post-editing. In addition, we hosted workshops at international conferences, promoting 
interdisciplinary research development.

研究分野： 翻訳通訳学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果である翻訳プロセスの可視化・データ公開により、翻訳通訳学における研究コミュニティの拡大に大
きく貢献した。また、AIなどによる自然言語処理の向上と測定方法の確立にも貢献した。さらに言語学・翻訳研
究・認知科学等への学際的研究の加速度的促進への貢献が期待される。具体的な学術・社会的意義は以下の通
り。人間翻訳プロセスの理解向上、および機械翻訳や大規模言語モデルを含む自然言語処理の品質の改善と測定
方法の構築である。こららの事柄は人間（および人工知能）の言語処理プロセスの解明、という基礎研究の発展
と、応用分野では翻訳者教育・トレーニング、および英語教育・外国語教育の発展と進化にも影響を与えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、「人間の翻訳者のような機械翻訳を作るためには、どうすればよいだろうか？」とい

う問いに答えを出す目的で始まった。その背景には、機械翻訳の品質精度の不足があり、人間の
翻訳者の能力との間にギャップがあったので、その差分の記述をするためにも、人間の翻訳プロ
セスの解明が必要であると考えられていた。人間が翻訳者になるためには、言語能力だけでなく
専門能力が必要であり、これらは大部分が、「熟練知」や「経験知」という形で培われてきた。
しかしながら、これらの能力を明示的に記述し共有することは困難であった。 
本研究の特長は、人間の翻訳者たちの訳出プロセスを、テクスト情報だけでなく、身体反応も

含めて記録し、それを可視化・データ化することにある。そして、このデータを言語資源として
提供し、学際研究の共有基盤を確立することを目指した。 
 
2. 研究の目的 
本研究の目指すところは、上述の問題への具体的な解を提供し、それに必要なツールと言語リ

ソースを開発することである。次世代の機械翻訳を現実化するには、人間の翻訳者のスキルを機
械が学習可能な形式で視覚化・操作化するデータ化が必要となるだろう。しかしながら、人間の
翻訳能力は「経験に基づく知識」として身につけられているため、これを外部のデータとして表
現することは難しかった。 
そこで、本研究の一つ目の目的は、プロの翻訳者が「何を行っているか」（翻訳プロセス）を記

録し、視覚化することである。具体的には、プロの翻訳者が原文をどのように読み、どの辞書を
参照し、何を検索し、どの候補から訳語を選んでいるかというプロセスを記録し、データ化する
ことである。これにより、「経験知」が「翻訳プロセス」として視覚化され、熟練翻訳者の「操
作」を分析可能にする。 
事実、翻訳プロセス研究という分野では、人間の翻訳プロセスの研究がすでに行われてきた。

しかし、本研究が従来の研究と異なる点はプロの翻訳者が制約のない実際の作業環境で翻訳を
行う様子をデータ収集することである。本研究では、収集したデータと記録ツール（ソフトウェ
ア）を研究者に無料で提供する。 
これらを通じて、本研究のもう一つの目指すところは、翻訳研究や自然言語処理、言語学など

の学術的研究（次世代の機械翻訳開発も含む）のための基盤研究の共有プラットフォームを構築
することである。これらの目標は、翻訳と言語学の研究者だけでなく、人間の翻訳プロセスを理
解し、改善するための新しいツールを開発する技術者にも利益をもたらす。最終的には、翻訳プ
ロセスを理解し、人間の経験知識をデータとして捉えることで、人間と機械の間のギャップを埋
めることである。 
 
３．研究の方法 
実験環境の信頼性：過去の翻訳プロセス研究では、Translog-II というツールを使って翻訳者が

原文を読むときの視線動向（アイトラッキング）や訳文入力時のキーボードロギングを含む詳細
なデータを記録していた。この研究でも同様のツールを使用したが、Translog-II の限界は、翻
訳者に人工的な実験環境を強制することで、翻訳者は自由に翻訳支援ツールを使ったり、インタ
ーネットで調査をしたりすることができず、分析は限られたデータから推測されることが多く
なっていた。この研究では、これらの問題を解決し、プロの翻訳者の真実味のある作業環境を再
現できるツールを開発した。 
実際の作業環境を再現し、現役のプロ翻訳者の翻訳作業を記録し、視覚化することは、これま

でに例がない新たなアプローチであった。これにより、翻訳プロセス研究は、人工的な環境から
現実に近い環境へと進化し、この分野における独自性が大きく向上する。 
 
学際性：自然言語処理技術の進歩に伴い、人間が機械翻訳を使用して後編集を行うといった、

人間と AI や機械翻訳との相互作用の調査が重要となっている。インターネット検索は翻訳作業
に不可欠であり、機械翻訳や翻訳支援ツールの利用も産業翻訳で急速に増えている。その結果、
翻訳作業は人間とコンピュータの相互作用（HCI）とも見なすことができまる。つまり、機械翻
訳がまだ不可能な部分を、人間の翻訳者が補完しているということだ。そのため、この「訳出プ
ロセスデータ」を収集すれば、プロ翻訳者の経験知が集積された言語リソースとなり、また、人
間翻訳者のような機械翻訳を開発するための手がかりも得られる。このようにして、本研究は翻
訳研究と自然言語処理などの間で共通の関心事を持つことが可能となり、これは密度の高い学
際的な共同作業を実現するための創造性を持つことを意味する。 
 
4. 研究成果 
3 年間の研究期間を通じて、2021 年度にデータ収集用のツール「Trados-to-Translog-II」を完

成させ、公開した。このツールは既存の Translog-II の提供元である CRITT TPR-DB のサイト
で公開した（下記参照）。 



 
 
データ収集については、このツールを使用して、英日のプロ翻訳者 8 名と英中の学生翻訳者が

参加した実験を行った。これは実務翻訳環境を模倣したもので、作業指示書やポストエディット
の手法を指定するなどの条件を制御した環境下で、機械翻訳とポストエディットの実験を行っ
た。この実験は米国ケント州立大学との共同研究として実施し、結果は国際会議で発表した。 
さらに、翻訳者だけでなく、訳文を読む（読者の読み）プロセスのデータも収集した。これに

より、翻訳者中心のプロセスから、翻訳の受け手の視点からのデータ収集を実施し、その結果を
複数の国際会議で発表した。また、同時通訳のプロセスデータの収集と分析も行った。 
また、訳文の読みのプロセスにおける「困難さ（difficulties）」の詳細な分析を発展させ、外国

語教育とプロ翻訳の違いを考慮したトピックも考察した。 
新型コロナウィルスの影響で研究初期にはツール開発やデータ収集が難しくなるなどの問題が

あったが、中盤以降はこれを挽回し、研究成果を発表することができた。その成果の一つ、岡村・
山田（2020）の「『順送り訳』の規範と模範：同時通訳を模範とした教育論の試論」は日本通訳
翻訳学会新崎賞（奨励賞）を受賞した。2022 年度（最終年度）には、国際学会での発表や翻訳
プロセス研究に特化したワークショップを開催した。 
このようにして、本研究の目的は、特定の問題の解決よりも、データ収集のためのツール開発

とそのツールを使っての研究、そしてそれを通じて翻訳研究や自然言語処理、言語学などの学術
的研究（次世代の機械翻訳開発も含む）のための基礎研究の共有基盤を構築した。この目的は、
3 年間の研究期間を通じて達成できたと言える。 
今後の展望としては、開発したツールと収集したデータを更に広範囲での研究に活用し、外国

語教育や翻訳教育への貢献を通じて、翻訳研究全体の発展を目指す。さらに、開発したツールを
翻訳研究者コミュニティと共有し、多様な視点とアプローチからの新たな研究の展開を促すこ
とも重要な目標とする。 
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